
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中

で
、
日
本
が
抱
え
る
課
題
の
１
つ

に
地
方
の
活
性
化
が
あ
る
。
人
口

の
減
少
、
経
済
の
縮
小
に
直
面
し

て
い
た
地
方
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
観
光
業
が

大
打
撃
を
受
け
、
一
層
深
刻
な
状

況
に
置
か
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た

地
方
の
活
性
化
は
急
務
。
自
民
党

は
衆
院
選
の
公
約
で
「
地
方
に
は

大
き
な
伸
び
代
が
あ
る
」
と
し
て
、

地
方
創
生
を
加
速
さ
せ
る
考
え
だ
。

自
民
党
は
公
約
で
「
日
本
列
島

の
隅
々
ま
で
、
活
発
な
経
済
活
動

が
行
き
渡
る
国
へ
。
」
を
掲
げ
、

目
指
す
べ
き
日
本
の
姿
と
し
て

「
日
本
全
国
ど
こ
に
住
ん
で
も
い

て
も
、
安
全
に
生
活
す
る
こ
と
が

で
き
、
必
要
な
医
療
・
福
祉
や
高

度
な
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
働
く
場
所
が
あ
る
。
」
と
描

い
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
公
約
と

と
も
に
策
定
し
た
「
自
民
党
政
策

Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ
」
で
は
、
地
方
創
生
だ

け
で
13

の
政
策
を
提
示
し
て
い

る
。
例
え
ば
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

と
言
え
ば
、
競
争
力
の
高
度
化
を

必
要
と
す
る
企
業
な
ど
が
行
う
も

の
だ
が
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
地

方
版
で
、
自
治
体
と
大
学
、
金
融

機
関
な
ど
が
連
携
し
、
地
域
経
済

の
活
性
化
に
資
す
る
「
ロ
ー
カ
ル
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
の
推
進
も
、

そ
の
１
つ
。
都
市
部
へ
の
人
口

集
中
是
正
を
図
る
に
は
地
方
へ

の
移
住
や
地
域
と
の
多
様
な
つ
な

が
り
の
創
出
が
不
可
欠
だ
が
、

「
ロ
ー
カ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」
を
推
進
す
る
こ
と
で
地
方
へ

の
新
し
い
人
の
流
れ
を
創
り
出

す
。
ま
た
、
企
業
の
本
社
機
能
の
地

ロ
ナ
禍
に
よ
り
危
機
に
瀕
す
る
観

光
業
の
存
続
に
万
全
を
期
す
と
と

も
に
、
コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
、
宿

泊
施
設
の
改
修
や
、
地
域
独
自
の

看
板
商
品
の
創
出
等
に
よ
る
観
光

地
の
再
生
、
感
染
状
況
等
を
踏
ま

え
た
観
光
需
要
喚
起
（
地
域
観
光

事
業
支
援
の
継
続
、
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト

ラ
ベ
ル
の
早
期
再
開
等
）
を
推
進

す
る
」
な
ど
５
つ
の
政
策
を
提
示

し
て
い
る
。

地
方
の
活
性
化
、
地
方
創
生
に

つ
い
て
残
さ
れ
た
時
間
は
そ
う
長

く
な
い
。
今
こ
そ
地
方
活
性
化
を

加
速
さ
せ
な
い
と
不
可
逆
的
な
状

況
に
陥
る
こ
と
も
避
け
ら
れ
な

い
。
自
民
党
が
公
約
で
「
地
方
に

は
大
き
な
伸
び
代
が
あ
る
」
と
し

て
い
る
の
は
事
実
で
、
だ
か
ら
こ

そ
こ
れ
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
性

化
策
を
継
続
、
発
展
さ
せ
、
新
し

い
地
方
を
創
り
出
す
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

方
へ
の
分
散
も
必
要
だ
が
、
そ
れ

を
進
め
る
た
め
、
地
方
拠
点
強
化

税
制
や
〝
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
〟

な
ど
を
活
用
す
る
こ
と
で
地
方

へ
の
資
金
の
流
れ
を
加
速
さ
せ
、

東
京
・
首
都
圏
に
集
中
す
る
社
会

機
能
を
地
方
に
分
散
さ
せ
た
〝
分

散
型
国
づ
く
り
〟
を
進
め
る
と
い

う
。
地
方
創
生
の
担
い
手
に
つ
い

て
は
「
地
域
の
課
題
に
取
り
組
む

社
会
的
事
業
者
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ベ

ン
チ
ャ
ー
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
を
支
援

し
、
認
証
制
度
や
評
価
、
マ
ッ
チ

ン
グ
を
通
じ
て
活
動
を
更
に
強
力

に
推
進
、
地
域
課
題
の
解
決
に
寄

与
す
る
体
制
を
整
備
す
る
」
と
し

て
い
る
。
さ
ら
に
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

原
動
力
と
し
た
地
方
創
生
を
実
現

す
る
た
め
、
全
国
各
地
で
社
会
的

課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
民
間
の

社
会
的
事
業
者
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ベ

ン
チ
ャ
ー
）
を
支
援
し
、
新
し
い

担
い
手
の
確
保
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
金
融
の
仕
組
み
を
含
め
た

官
民
連
携
や
Ｓ
Ｉ
Ｂ
・
休
眠
預
金

な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
な
資
金
の
活

用
を
進
め
る
」
こ
と
も
盛
り
込
ん

で
い
る
。
観
光
業
に
つ
い
て
は
「
コ


